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3．分析方法  

1）試 薬   

金属標準品はいずれも，和光純薬工業㈱製の原子吸光分析用  

1000ppm標準溶液を0．1規定硝酸で必要濃度に希釈して使用し  

た。   

2）分析方法   

前処理法及び定量操作については前報1）・2）・3）・4）のとおりである。  

Ⅲ 結果及び考察  

表－1に各年毎及び今回調査結果年平均の食品群別一日摂取量  

を示した。   

また，表－2に今回の調査期間3年間の平均一日摂取量（以下  

「摂取量」という）及び“日常食中の汚染物質摂取量調査”8）によ  

る1991年～1993年の一日摂取量平均値（以下「全国値」という）  

並びに所要量等9）及び許容一日摂取量（以下「ADI」という）  

との比較を示した。  

1．多量無機質6）  

1）Na   

摂取量は3．5gであった。全国値と比較すると，やや低い値で  

あり，厚生省制御目標である3．9g以下10）を，満足していた。全  

食品群から検出された。食品群別摂取量の総摂取量に占める比率  

（以下「寄与率」という）は食塩を含むⅨ群（調味料，噂好飲料  

類）が最も多く47％であった。   

2）K   

摂取量は2．1gであった。全国値と比較すると，ほぼ同様な値  

であり，目標摂取量2～4glO）をほぼ満足していたが，この3年  

間は逓減傾向が見られた。全食品群から検出された。寄与率は，  

Ⅷ群（その他野菜．海藻類等）が16％，［群（穀類，芋類等）が  

15％，刃群（肉，卵類等）が12％，次いでⅦ群（乳類等）が10％  

であった   

3）Ca   

摂取量は0．43gであった。全国値と比較すると，やや低い値で  

あり，所要量0．6g6）の72％と不足していた。全食品群から検出さ  

れた。寄与率はⅦ群が最も多く30％であった。   

4）Mg   

摂取量は0．21gであった。全国値と比較すると，ほぼ同様な値  

Ⅰ はじめに   

′一  人が1日に摂取している環境化学物質の量を測定することは，  

公衆衛生上重要である。著者らは，1璧B年以降マーケットバスケッ  

ト方式による“日常食中の汚染物質摂取量調査”（斉藤行生研究  

班）に参加し，日常喫食される食品中の農薬，PCB，金属等の  

一日摂取量調査を行い，その結果を報告してきた。1）・2）・3）・4〉・5）  

今回は．1991年～1993年度における金属摂取量について調査の  

うえ，人の生存に必要な無機質と健康に影響を与える有害性金属  

について検討解析を試み，若干の知見を得たので報告する。  

Ⅱ 調査方法  

1．調査対象金属  

1）多量無機質6）   

ナト．）ウム（Na），カリウム（K），カルシウム（Ca），マグ  

ネシウム（Mg）及びリン（P）   

2）少量無機質る）   

鉄（Fe），銅（Cu），マンガン（Mn）及び亜鉛（Zn）   

3）有害性金属   

水銀（Hg），カドミウム（Cd），鉛（Pb）及びヒ素（As）   

総計13項目   

2．試 料  

1）供試材料   

国民栄養調査りの関東Ⅰ地区（千葉，埼玉，東京及び神奈川）  

の調査要領により89種の食品を対象とした。これらのうち本県内  

において摂取頻度の高い品目を選定し，市販品を購入し供試材料  

とした。   

この89品種を「日常食中の汚染物質摂取量調査要綱」8）に基づき，  

化学的性質によりⅠ～ⅩⅣの食品群（ⅩⅣは飲料水）に分別した。  

主要採取食品名及び一日摂取量の一例は．前報5のとおりである。   

2）分析試料   

それぞれの供試材料を，日常の食習慣に則り調理のうえ，食品  

群毎に磨砕均一化し分析試料とした。  

千葉県衛生研究所  

（1994年11月15日受理）  
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千葉県における日常食品からの環境化学物質の一日摂取量（第Ⅵ報）一金属－  

3．有害性金属  

1）Hg   

摂取量は7．5／∠gであった。全国値と比較すると．ほぼ同様  

な値であった。ADI3紬gに対しては，調査期間3年間の一日  

最大摂取量（以下「最大値」という）でも1／4以下であった。  

1992年以降はⅩ群と刃群のみから検出された。寄与率は，マグロ  

類を含むⅩ群が90％であった。   

他の調査結果をみると，モデル献立方式（以下「モデル」とい  

う）において5．13±4．76J‘gの報告が1）あり，ほぼ同様な僅であっ  

た。   

2）Cd   

摂取量は19．2〃gであった。全国値と比較すると，低い値で  

あった。ADI50／∠gに対しては，最大値で1／2以下であった。  

ⅩⅣ群以外のすべての食品群から検出された。寄与率は，Ⅰ群が  

最も多く46％，次いでⅧ群が16％であった。   

他の調査結果をみると，関東Ⅰ地区における陰膳方式（以下  

「陰膳」という）による調査は，4．4～29〃gという報告12）があり，  

モデルにおいても，25．3±6．1／ノgの報告1）があるが，今回の調査  

結果においても，ほぼ同様な値であった。   

3）Pb   

摂取量は55．帥gであった。全国値と比較すると高い値であっ  

た。ADI357〃gに対しては，最大値で1／5であった。ⅩⅣ群  

以外の全ての食品群から検出された。寄与率は，Ⅰ群が最も多く  

34％，次いでⅡ群が27％であった。   

他の調査結果をみると，陰膳において5－37〃g12），モデルで  

は86．3±24．7〃gという報告があるので11），今回の調査結果は，  

ほぼ両方の中央値に近かった。   

4）As   

摂取量は95．7〃gであった。全国値と比較すると，1／2であっ  

た。ADI2500′∠gと比較すると，最大値でも1／14以下であっ  

た。Ⅷ群とⅩ群からのみ検出された。寄与率はⅧ群が54％，次い  

でⅩ群が46％であった。   

他の調査結果をみると，モデルでは540±382〃gという報告が  

あり11），今回の調査結果の2倍を越えていた。  

Ⅳ ま と め  

1．1991～1993年の3年間，人が日常摂取する食品を通して体  

内に取り込まれる金属の一日摂取量を，マーケットバスケット方  

式により調査し，その結果を検討解析した。   

2．多量無機質8）   

各金属の摂取量を所要量等と比較すると，NaとKにおいては  

ほぼ満足していたが，CaとMgは不足し，Pではやや過剰気味で  

あった。   

3．少量無機質6）   

Fe，Cu，Mn及びZnの摂取量は，．所要量等と比較するとやや  

不足していた。   

4．有害性金属   

Hg，Cd，Pb及びAsの摂取量の最大値は・いずれもADIを  

下回っていた。  

表－2 金属類の一日摂取量の比較（g・mg・FLg／man／day）  

項  目  千葉県  全国値  所要量等  ADI－1   

Na（g）   3．5   4．2   3．9－2  

K（g）   2．1   2．0   2－4■3   

Ca（g）   0．43   0．50  0．60   

Mg（g）   0．21   0．24   0．3●3   

P（g）   0．92   0．98  0．6－0．9◆3   

Fe（mg）   7．5   8．0  10－12  

Cu（mg）   1．0   1．1   2．5   

Mn（mg）   3．4   3．9   4．0   

Zn（mg）   9．3   8．9   

Hg（〃g）   7．5   8．5  36●4   

Cd（〃g）  19．2   50＊ヰ   

Pb（〃g）  55．9   38  357■ヰ   

As（〃g）  95．7   180  2500＊4  

＊1FLg／day／50kg ＊2 NaCl換算目標値  

＊3 目標摂取量 ＊4 FAO／WHO勧告僅から換算  

であったが，暫減傾向を示した。目標摂取量0．3glOJに対しても  

70％と不足していた。全食品群から広く検出された。寄与率は．  

Ⅴ群（豆類等）が16％，Ⅱ群が15％，次いでⅧ群が13％であった。   

5）P   

摂取量は0．92gであった。全国値と比較すると，ほぼ同様な値  

であった。PとCaとの摂取量の比は1：1が望ましいとされて  

おり，2：1を越えるとCaの代謝に影響を与えると言われてい  

るので6），0．6～0．9gが所要量10）とされているが，1992，1993年  

と0．9g以下であり，過剰摂取が改善される傾向にあるものと思  

われた。しかし，1993年においてもP：Ca＝1．9：1であった。  

ⅩⅣ群（飲料水）以外の全食品群から検出された。寄与率は，動  

物性たんばく質の食品群であるⅩⅠ群が17％，Ⅶ群が16％，次い  

でⅩ群（魚介類等）が15％であった。   

2．少量無機質6）   

1）Fe   

摂取量は7．5mgであった。全国値と比較すると，ほほ同様な値  

であった。所要量10～12mglO）に対しては，75％以下であった。全  

食品群から検出された。寄与率は，Fe含有量が多いと言われて  

いる卵を含む刀群が21‰ カカオ類を含むⅢ群（砂嵐菓子類等）  

及び小魚を含むⅩ群が15％，のりを含むⅧ群が13％，次いでⅡ群  

及びⅤ群が12％であった10）。   

2）Cu   

摂取量は1．Omgであった。全国値と比較すると，ほぼ同様な値  

であった。所要量2．5mglO）に対しては40％であった。全食品群か  

ら検出された。寄与率は，Ⅰ群（米類等）が28％，次いで［群が  

21％であった。   

3）Mn   

摂取量は3．4mgであった。全国値と比較すると，やや低い値で  

あった。所要量4mglO）に対しては85％であった。ⅩⅣ群以外の全  

食品群から検出された。寄与率は，Ⅰ群が最も多くお％であった。   

4）Zn   

摂取量は9．3mgであった。全国値と比較すると，ほぼ同様な債  

であった。所要量15mglO）に対しては62％であった。全食品群から  

検出された。寄与率は，Zn含有量が多いとされているⅠ群と刃  

群がいずれも25％であった。  
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